
平成２９年度 第３回北名古屋市男女共同参画審議会 結果概要 

 

１ 日時  平成２９年１１月２８日（水）午後２時００分～午後３時４５分 

２ 会場  北名古屋市役所西庁舎３階 ３０２会議室 

３ 出席者 １４人 

   委員９人（３人欠席）、請負業者１人、総務部長、事務局：市民活動推進

課長以下３人、 

４ 傍聴人 なし 

５ 議題など 

 ⑴ あいさつ 

⑵ 第２次北名古屋市男女共同参画プラン骨子に係る庁内意見聴取の結果に

ついて(資料１) 

⑶ 女性活躍推進部会結果について(資料２) 

⑷ ＤＶ対策部会結果について(資料３) 

⑸ 第２次北名古屋市男女共同参画プラン（素案）について（資料４） 

⑹ その他 

６ 会議概要 

⑴ 第２次北名古屋市男女共同参画プラン骨子に係る庁内意見聴取の結果に

ついて 

○ 事務局から資料１に基づき説明。 

⑵ 女性活躍推進部会結果について 

○ 部会長から資料２に基づき説明。 

＜委員＞ 

「１人以上女性委員が登用されている審議会の割合」を１００％にしよ

うとしている。今、９０．６％で、３つぐらいの審議会が入っていないと

思うが、その審議会を教えてほしい。 

＜事務局＞ 



産業廃棄物処理施設設置等対策委員会と西春駅西土地区画整理審議会、

国民健康保険の運営協議会の３つの委員会は女性が１人もいないというこ

とで、ここを改善する。実現するのも難しいという話しも部会の中ではあ

ったし、充て職的なので女性が入る余地がないというご意見もあったが、

１００％達成している市町もあるので、１００％という目標を掲げていき

たいとして決定した。 

＜委員＞ 

それほど難しくないと思う。県境に近い過疎の地域であればわかるが、

名古屋市に隣接するこれだけ発展した北名古屋市で人材がいないというこ

とはない。探す努力をしていない。 

＜会長＞ 

審議会や委員会の任命権はどこにあるのか。 

＜事務局＞ 

この審議会は市長が任命することになっている。 

＜会長＞ 

選ぶ元はどこか。 

＜事務局＞ 

担当課が多いと思うが、充て職も多く、先程の産業廃棄物処理施設設置

等対策委員会をみると、構成委員が市の職員である建設部の部課長となっ

ている。そうなると、女性が登用されていないので、そこを変更しないと

女性の割合が上がってこないと思う。また、西春駅西土地区画整備審議会

は基本的には地元の関係者の中からの立候補制となっているので、なかな

か難しいのではと思う。ただ、声掛けなど努力できるところもあるので、

気にしていただけるように進めていけたら良いと思っている。 

＜会長＞ 

地権者が男性名義になっているなどの関係も関わってくると思う。 

＜事務局＞ 

はい。そうすると男性の立候補が多くなると思う。 



＜事務局＞ 

国民健康保険の運営協議会は女性を登用できるのではないか。 

＜事務局＞ 

国民健康保険の運営協議会は登用しやすいが、一般枠は自治会長が多く、

自治会長でありかつ国保に入っている女性というと、なかなかいない。条

件に合う方がいらっしゃったときや充て職の扱いも変えていけるといいと

思う。 

⑶ ＤＶ対策部会結果について 

○ 部会長が欠席のため、事務局から資料３に基づき説明。 

⑷ 第２次北名古屋市男女共同参画プラン（素案）について 

○ 請負業者から資料４に基づき説明。 

○ 事務局から追加資料に基づき説明。 

＜会長＞ 

基本目標１、基本施策⑴・⑵・⑶について、何かご意見があればお願い

したい。 

＜委員＞ 

「男は仕事、女は家庭という固定的な性別役割分担に反対とする割合」

は、選択肢には「反対」と「どちらかといえば反対」があるが、これは「反

対」だけの数字か、「どちらかといえば反対」も入っているのか。 

＜請負業者＞ 

「どちらかといえば反対」も入っている。「反対」と「どちらかといえば

反対」の合計の割合で現状が３６．６％で、目標を５０％と掲げている。 

＜事務局＞ 

「どちらかといえばそう思わない」それから「そうは思わない」という、

尺度でいうと真ん中より左側の２つをピックアップしている。 

＜委員＞ 

この書き方だと単純に「反対」だけの数字と受け取られかねないため、「ど



ちらかといえば反対」も含むなどを入れた方がよい。一般的には両者を足

した数字で出すが、ここでは「反対」だけになっている。「反対」だけだと

すると数値目標の５０％は低いと思うが、現状が３６．６％だから５０％

だろうとは思う。読む人が間違えないようにしてほしい。 

＜事務局＞ 

「男は仕事、女は家庭という固定的な性別役割分担を「どちらかといえ

ばそう思わない」「そうは思わない」とする割合」と書けば、誤解はない。 

＜委員＞ 

数値目標を見て判断する人もいるので、丁寧に書いてほしい。 

＜事務局＞ 

基本目標１の基本施策⑴に「困難な状況に置かれている人への支援」が

抜けていたため追加する提案について、これでよいか。 

＜会長＞ 

異議なしということで、追加してください。 

基本施策⑶「多様な性の理解促進」で、ＬＧＢＴを理解していただこう

という目標が上がっているが、そうなると基本施策⑴の「男女混合名簿」

の導入が気になる。なかなか進まないなと思っている。性的マイノリティ

の方は全国で７．６％いる。全部で何校あるか。 

＜事務局＞ 

小学校は１０校、中学校は６校。 

＜会長＞ 

小学校で混合名簿をやっていて、中学校へ行くと別々の名簿になる。高

校へ行くとまた混合名簿になる。 

＜委員＞ 

この実績数値は、小・中学校か。 

＜事務局＞ 

混合名簿実施の６校は、中学校１校と小学校５校となっている。 

＜委員＞ 



他は全部％表記になっているが、１０校というは何％に当たるのか。１

０校が全部だと勘違いする人もいる。 

＜事務局＞ 

男女混合名簿実施校数と合わせて括弧で％表記もする。 

＜会長＞ 

基本目標２、基本施策⑴・⑵で、何かご意見があればお願いしたい。 

基本施策⑵の取り組み内容№３について「キャリアアップなど女性活躍

に資するセミナー･研修等を実施します」と変更、内容№４「市役所が率先

垂範して、女性管理職･･･」と文言の変更要望があるがいかがか。 

＜委員＞ 

それでよい。 

＜委員＞ 

基本施策⑵の現状・課題の上から３つ目の箇条書きで、「管理職を務める

自身がない」は、漢字のケアレスミスではないか。 

他の選択肢がわからないから何とも言えないが、「管理職を務める自信が

ない」が最も多いから意欲を高めなければいけないとなるが、働く環境が

整っていないため、管理職になりたくないという選択肢はないのか。 

＜事務局＞ 

調査の設問「管理職に就くことを望まない理由は何ですか」に対する選

択肢は、「家庭･育児との両立が難しそう」「管理職を務める自信がない」「昇

任することに魅力を感じない」「責任を負わされるのが嫌」「他にライフワ

ークがあるため責任ある立場は望まない」「残業や休日出勤が増える」「そ

の他」となっている。 

＜委員＞ 

その中で最も高いのが、女性自身に「管理職を務める自信がない」とい

うことか。 

＜事務局＞ 

はい。 

＜委員＞ 



家庭や育児と仕事との両立が難しいという選択肢が他にあるから、自分

の能力がないことで自信がないと答えているのだろうと思う。これを見た

ときに、「管理職を務める自信がない」には自分の能力とは別の要素が絡ん

で自信がないのかわからないという気がした。 

＜委員＞ 

私もそう思う。先程の話で、建設部には必ず男性がならなければならな

い部署なのか。そうなると、女性としては建設部に入る自信はないとなる。

教育現場でも男性が校長としてやっていくというイメージがどこか周りに

あって、周りからの期待に対して自分にはできないのではないかと思って

しまう。先程の話しに戻るが、建設部であっても女性でやれるという周り

の理解、状況さえあれば、自分でもやれるのではないかという気持ちにな

ってやれると思う。独特な男性社会の雰囲気もわかるが、そういったとこ

ろの殻を破っていかないと、できないのではないかと教育現場でも思う。

女性が校長になっても今の能力で十分やれる状況を、周りの人が意識して

つくっていかないといけないと強く思う。 

＜委員＞ 

今、本当に良いことをおっしゃっていただいた。こういう書き方をされ

ると女性には能力がないと自ら引っ込んでしまうと強調されてしまう。意

欲を高める必要はあるが、意欲を高める必要とともに周りの職場の環境整

備や理解が必要だということを加えてほしい。 

＜委員＞ 

今の状況でも十分やれるのに、実際の状況を見るとやる自信がなくなる

だけの話しであって、能力的に劣るなどとは決して思えず、むしろ優秀で

素晴らしい人なのに、周りからの目や期待に対して自分が潰されていくよ

うな印象があって、もったいないという感じがとてもする。 

＜事務局＞ 

その部分を「現状･課題」について、「意欲を高めるとともに、周囲の職

場の環境整備や理解を促す」と修正する。 

＜委員＞ 

基本施策⑵の取り組み内容№１「就労に関する情報提供･相談の充実」で、



これはあくまでも職に就く、探すということで商工農政課が担当になって

いると思うが、女性のエンパワメントを考えた場合、「働く」イコール「働

く環境の情報」が絶対必要である。保育園に預けられるのかとか、介護す

る人がいればどういうシステムがあるのかとかなども合わせてここに担当

として挙げてほしい。ワンストップサービスというような、一か所に行く

と全部わかるというように段々北名古屋市もなっていくとよいと思ってい

る。バックアップの情報提供としての担当課も挙げてほしい。 

＜事務局＞ 

子育て支援や介護支援などの情報も、ハローワークの中で行うというこ

とか。 

＜委員＞ 

「ここに行ってください」でも良い。仕事は何とか見つけた、では次に

子どもをどうするかなど、自分で最初から情報を全部探すようなことをさ

せず、できれば一度にいろいろなことが並行して進んでいけるようなバッ

クアップ体制ができると良い。 

＜事務局＞ 

取り組み内容に記載するのが良いか。 

＜委員＞ 

大きな取り組みは、就労に関する情報提供･相談の充実なので、内容に

「●●と連携を図り」などの文言を入れて、担当部署を示すといいと思う。 

＜事務局＞ 

わかりました。 

＜会長＞ 

基本目標３、基本施策⑴～⑶で、何かご意見があればお願いしたい。 

基本施策⑶の取り組み内容№２の内容について、「モデル職場として職員研

修を実施します」を「率先垂範してハラスメントの防止に努めます」への

文言の変更要望があるがいかがか。 

＜委員＞ 

基本目標２、基本施策⑵の成果目標で、以前「ファミリー･フレンドリー



企業数」を「えるぼし･あいち女性輝きカンパニーの認定企業･事業所数」

に変更したが、基本目標３の基本施策⑶の成果目標は、「ファミリー･フレ

ンドリー企業数」なのか。 

＜事務局＞ 

「えるぼし･あいち女性輝きカンパニー」は、女性活躍推進を掲げて行っ

ている認定制度であり、特に「えるぼし」制度は女性活躍推進法の施行に

伴って新たにできたもので、女性活躍推進という大きな項目の中の成果指

標として挙げている。しかし、「ファミリー･フレンドリー企業」は女性活

躍推進というエッセンスは入っているが、育児や介護の両立というカテゴ

リーでは、基本施策⑶の「働きやすい労働環境の促進」の取り組み内容の

数値として適切であるという意向で、目標に挙げている。 

＜委員＞ 

「えるぼし･あいち女性輝きカンパニー」という言葉を見ると、これは「フ

ァミリー･フレンドリー企業」のことだと思う人がいるかもしれない。市民

の方には「ファミリー･フレンドリー企業」はかなり広まっている。「える

ぼし･あいち女性輝きカンパニー」は、どの程度広まっているかわからない

から、「えるぼし･あいち女性輝きカンパニー」を「ファミリー･フレンドリ

ー企業」のことと思って読まれてしまうと、数字が違ってくる。 

＜会長＞ 

先程の文言の変更は良いか。異議なしということで、修正してください。 

＜会長＞ 

基本目標４、基本施策⑴・⑵で、何かご意見があればお願いしたい。 

○ 意見なし 

＜会長＞ 

基本目標５、基本施策⑴・⑵で、何かご意見があればお願いしたい。 

○ 意見なし 

＜会長＞ 

基本目標６、基本施策⑴～⑶で、何かご意見があればお願いしたい。 



基本施策⑴の成果目標で、「家族介護者支援教室の参加人数」という介護に

関する目標を入れてほしいと要望があるがいかがか。 

＜委員＞ 

介護に関する成果目標を入れることには反対ではないが、目標に対する

現状・課題はどこになるのか。 

＜事務局＞ 

現状･課題の上から３つ目の箇条書きである。 

＜委員＞ 

成果目標に挙げるということは、重点項目以上に期待を抱かせるところ

である。そこへこの目標が入ると、「介護は家族がやる」という、北名古屋

市のメッセージとして受け取られてしまうのではないか。読んだ時に「家

族が率先して介護してほしい」と言われているように読み取れた。在宅介

護は国の政策ではあるが、同時に在宅介護というのはとても大変というこ

ともあって、在宅介護をあまりにも強く言われると、ワーク･ライフ･バラ

ンスが崩れることもある。家族介護者支援教室の重要性について、家族で

介護をしたいという人もいるから、その気持ちは大事にしないといけない。

ただ、家で介護する大変さがあるため、コツを教えてもらわないといけな

いから、教室を開く重要性は否定しないが、これが成果目標に出てくると、

やはり家族介護が最も重要だと言われている気がする。 

＜会長＞ 

北名古屋市では、講演会などをしている。 

＜委員＞ 

家族介護の支援は当然必要で、教室を開くことは賛成。成果目標が複数 

は出ないからこれで仕方ない。 

＜委員＞ 

取り組み内容№５「介護保険サービスの充実」の内容に、「家族介護に対

する支援にも努めます」などと書いて、その目標として出てくるなら、ま

だわかる。読む人によってそれぞれ違うから、何とも言えない。介護を経

験した者からいえば、大変なことは大変である。 



＜事務局＞ 

内容の中に、「介護保険サービスと家族介護者の支援を充実させる」と加

えるということでよいか。 

＜委員＞ 

北名古屋市の農村部では家族介護をしていらっしゃる方が多いと思う。

そういう人たちにとっては、家族でみていても放っておかれるのではなく

て、市が助けてくれるというメッセージを発するということはいいことだ

と思う。成果目標に挙げるなら、家族だけに任せるのではなく、他のこと

もやりながら、取り組み内容にしっかりと「家族介護の支援にも努めます」

という言葉が入ればいい。 

＜事務局＞ 

内容の書き方を変えます。 

＜委員＞ 

基本施策⑴の成果目標「保育園における待機児童数」の数値目標０人の

「待機児童」の定義は、国の定義に従った０人ということか。 

＜事務局＞ 

そうです。かくれ待機児童を含めての０人です。 

＜事務局＞ 

年度の途中だと待機児童がどうしても出てしまうため、４月１日段階だ

が０を目指すということである。ここはかなり力を入れているようである。

念のため確認する。 

＜会長＞ 

○ 欠席の副会長からのご意見を紹介。 

横井副会長のご意見に、何かあればお願いしたい。 

＜事務局＞ 

基本目標５、基本施策⑴については、取り組み内容№１に「教育現場で

の周知活動」を追加で記載するということでよいか。 

＜委員＞ 



担当課に市民活動推進課だけでなく、学校教育課を入れると良い。 

＜事務局＞ 

市民活動推進課と学校教育課に加えて、健康課の業務として学校で思春

期教室を行っているので、その中で周知するのが良いのではと考えている。

デートＤＶだけの周知は難しいと思うが、思春期教室で少し触れていただ

くのが導入しやすいと思うので、担当課に健康課も入れさせていただきた

い。 

＜委員＞ 

教育委員会のやることを、ここに入れることはできないのか。 

＜事務局＞ 

学校でやることなので、担当課としては学校教育課になる。 

＜委員＞ 

本庁と教育委員会は別組織で、お互いに干渉しないというのはわかるが、

連携をしてやってみえると思う。ここの主たる担当課は学校教育課になる

のか。 

＜事務局＞ 

担当課として３つを入れる。内容には、「教育現場における周知」と明記

する。 

＜委員＞ 

実施することは学校側としても賛成である。やりやすい形で下ろしてほ

しい。例えば、このプリントを説明すれば、先生も説明しやすい、子ども

にもわかりやすいという準備をしていただきたい。 

＜委員＞ 

ＤＶ関連のリーフレット的なものに関しては２０数年前にできあがって

いて、それにはＤＶはいわゆる暴力だけではなく、精神的なものや環境的

なもの全部含めてＤＶであるとされていて、副会長が言われるのは、暴力

から精神的なものや環境的なものに移ってきたということである。 

＜事務局＞ 



やりやすい形で学校現場に下ろしたいと思う。 

＜委員＞ 

きめ細やかに指導するのが我々の仕事だと思っている。よろしくお願い

したい。 

＜会長＞ 

○ 欠席の委員からのご意見を紹介。 

＜委員＞ 

前段に戻って申し訳ないが、プランの方向性としてプランの将来像が記

載されている。プランの前提事項として総合計画を上位計画とすると書い

てあるが、上位計画とのつながりは「上位計画とする」と書いてあるだけ

ある。新総合計画で、市民の役割であるとか、北名古屋市は人権を尊重す

るまちにするということを謳ったので、それを是非この将来像の中に入れ

ていただきたい。わざわざ総合計画を開いて見る人はいないので、書いて

いただけると良いと思う。 

＜事務局＞ 

プランの方向性の中で、総合計画での内容を加筆する。 

＜会長＞ 

本日の議題について、審議された内容のまとめをお願いする。 

＜請負業者＞ 

本日決まった内容は、基本目標１、基本施策⑴の「取り組み内容」に、「困

難な状況に置かれている人への支援」を追加し、成果目標に「そうは思わ

ない」と「どちらかといえばそうは思わない」の文言を追加する。基本目

標１、基本施策⑵の成果目標数値に括弧でパーセンテージを載せる。 

基本目標２、基本施策⑵の現状･課題の上から３つ目の箇条書きを、「キ

ャリアアップに関する研修などにより意欲を高めるとともに、周りの理解

を促進する」と修正する。取り組み内容№１に子育て介護支援に関するバ

ックアップの情報提供についての文言を追加し、№３の取り組みについて

「女性の能力開発･向上の支援」を「女性活躍の支援」に修正し、内容を「キ



ャリアアップなど女性活躍に資するセミナー」に修正し、№４の内容につ

いて「モデル職場」を「率先垂範して」に修正し、基本施策⑵の成果目標

について「女性を対象としたセミナー･研修･･･」を「女性活躍に向けたセ

ミナー･研修」に修正する。 

基本目標３、基本施策⑶の取り組み内容№２の内容について、「モデル職

場として職員研修を実施する」を「率先垂範してハラスメントの防止に努

める」に変更する。 

基本目標５、基本施策⑴の取り組み内容№１について、「学校教育現場で

の周知」などの文言を追加し、担当課に学校教育課と健康課をそれぞれ追

加する。 

基本目標６、基本施策⑴の取り組み内容№５について、「家族介護者の支

援についても充実させる」などの文言を追加し、成果目標に「家族介護者

教室の参加者数」を追加する。 

プランの方向性について、総合計画との整合性をとる一文を入れる。 

＜会長＞ 

本審議内容をプラン（素案）に反映させ、第４回の審議会で提出をお願

いする。 

 

＜閉会 午後３時４５分＞ 


